
暖房時における教室内の空気の湿度について 

 

０． はじめに 

インフルエンザの季節です。空気が乾燥するとのどや鼻の粘膜の防御機能が低下するために、インフルエ

ンザにかかりやすいと言われています。また、「暖房すると空気が乾燥する」という声も聞きます。そこで、暖房

器具を使用したときの空気の湿度について考えてみました。 

 

１． 相対湿度と絶対湿度 

（１） 相対湿度 

厚生労働省は、「インフルエンザの基礎知識」という冊子の中で、室内の湿度を５０～６０％に保つようにと指

導しています。この場合の湿度は「相対湿度」のことで、 

 

 

 

という式で求めることができます。分母の「飽和水蒸気量（空気が含むことのできる水蒸気の最大量）」はその

空気の温度により変化し、温度の上昇につれて飽和水蒸気量は増大します。たとえば、１０℃における飽和水

蒸気量は９.４g/m３ 、２０℃では１７.２g/m３ になります。このことから、上記①式により、空気中の水蒸気量が変

化しなければ温度が上昇するにつれて相対湿度は低くなることがわかります。 

（２） 絶対湿度 

上記のように相対湿度は温度により変化しますが、これに対して、温度に関係なく空気中の水蒸気量そのも

のを表す方法があります。これが絶対湿度です。 

インフルエンザと湿度との関係についてはいろいろな報告があり、中でも、G.J.Happer という研究者の

"Survival test with for viruses"という論文（１９６１年）が有名だそうです。その後、日本でも多くの研究が行

われ、平成１６年には秋田県衛生科学研究所の庄司眞医師による疫学調査研究が発表されています。これに

よれば、ウイルスの流行因子としては、温度や相対湿度ではなく絶対湿度が重要だということです。具体的な

数値としては、空気１m３中の水蒸気の質量が１１g 以下になるとインフルエンザが流行しやすいとされていま

す。このような研究を受けて、いろいろな団体や個人が（インターネット上などで）「絶対湿度１１g/m３以上を保

つのがよい」と言い始めるようになり、現在ではこの数値が一人歩きしている状況です。ただ、厚生労働省はこ

のことについて明確に述べていません（つまり、肯定も否定もしていません）。 

なお、この「絶対湿度１１g/m３」を２０℃における相対湿度に換算してみると 

１１÷１７.２ × １００ ≒ ６４％ 

となります（ここで、２０℃における飽和水蒸気量＝１７.２g/m３ を用いています）。 

 

２． プロパンの燃焼時における１時間あたりの水蒸気の発生量――加湿器との比較 

（１） ガスストーブから発生する水蒸気量 

暖房器具にはいろいろなタイプのものがありますが、ここではプロパンのガスストーブの場合について考え

てみることにし、その他の暖房器具については後ほど検討したいと思います。 

プロパン（Ｃ３Ｈ８）が燃焼するときの反応式は次のとおりです。 

１Ｃ３Ｈ８ ＋ ５Ｏ２ → ３ＣＯ２ ＋ ４Ｈ２Ｏ      ・・・② 

この反応式の係数（Ｃ３Ｈ８の前の１、Ｈ２Ｏの前の４などの数値）は、これらの物質が反応するときの量的な関係

 空気が含んでいる水蒸気量 

その空気の飽和水蒸気量 
×１００      ・・・① 相対湿度（％） ＝ 



を表しています。化学では物質の量を mol という単位で表し、反応式②は、１mol のプロパンが燃焼するとき

には４mol の水（水蒸気）が発生することを示しています。mol の代わりに質量で表すこともできます。その場

合は分子量を用いて、 

プロパン４４g（分子量４４×１mol）が燃焼すると水が７２g（分子量１８×４mol）発生する  ・・・③ 

ということになります。 

ところで、本校の教室で使用されているガスストーブには、「０.３９kg/h」という表示があります。これは、この

ガスストーブが１時間あたり０.３９kg（＝３９０g）のプロパンを燃焼させることを示していますから、上記の③をも

とにして計算すると、 

１時間あたり（３９０÷４４×７２＝）６３８g 

の水（水蒸気）が発生することになります。 

（２） 加湿器から発生する水蒸気量 

一方で、本校の教室で使用されている加湿器の使用説明書を調べてみると、加湿量として 

強運転時 ： 約７００mL/h、  静音運転時 ： 約３００mL/h 

とあります。平均すると、１時間あたり約５００mLの水（水蒸気）を発生することになります。質量で表せば、 

１時間あたり約５００g 

の発生量です。 

（３） ガスストーブは「加湿器」 

上記（１）と（２）の結果を比べてみれば明らかなように、プロパンの燃焼時にはかなり大量の水蒸気が発生し

ており、プロパンのガスストーブは「暖房器具」であると同時に「加湿器」でもあると言えます。 

 

３． 教室内の空気中の、時間経過に伴う水蒸気量 

次に、教室内でガスストーブを使用したときに、時間経過に伴って教室内の水蒸気量がどのように変化する

のかを計算してみたいと思います。 

教室の大きさを縦９m、横７.５m、高さを３m とすると、教室内の空気の体積は約２００m３ となります。上記の

ように、教室のガスストーブは１時間あたり６３８gの水を発生していますから、２時間ほど燃焼させると約１３００g

の発生量になり、これを教室内の空気１m３ あたりに換算してみると、約６.５g/m３ となります。 

仮に、ストーブを使用する前の室温が１０℃であったとします。１０℃における飽和水蒸気量が９.４g/m３ であ

ることから、この時点ですでに６g/m３ 程度の水蒸気が含まれていると仮定すれば、ガスストーブを２時間ほど

燃焼させたときの絶対湿度は（６＋６.５≒）１２g/m３ 程度になります。また、このときの室温が２０℃になっている

とすると、相対湿度は約７０％になります。ただし、実際には途中で換気をしたり人の出入りがあったりして、こ

れよりは低い値になるでしょうし、また一方で、教室には多くの生徒がいますから、その呼気に含まれる水蒸気

も合わされると考えると、やはりかなりの水蒸気量（湿度）となります。 

換気をしないまま、さらにストーブを燃焼し続けるとどうなるのでしょうか。燃焼開始から４時間もすると教室内

の水蒸気量は２０℃における飽和水蒸気量（１７.２g/m３）を超えてしまうことになり、室温が２０℃のままだとする

と相対湿度が１００％になってしまいます。湿度が１００％を超える場合の水蒸気はどうなるのでしょうか。窓ガラ

スや壁などの温度の低い物体の表面で凝縮し、結露を生じることになります。 

実際のところ、朝からストーブを使用し続けていた教室内に入るとき、４時限目あたりの授業のクラスでは「む

っ」とする空気になっています。窓ガラスを見れば結露が生じています。８０％以上の湿度になっているのでは

ないかという感じです。 

 



４． 他の暖房器具の場合 

以上はプロパンのガスストーブの場合の話ですが、その他の暖房器具を使用するときにはどのようになるの

でしょうか。 

（１） 石油ストーブ、石油ファンヒーター（燃焼ガスを室内に放出するタイプ） 

灯油の成分は、１分子中に炭素原子を９～１５個含む炭化水素（炭素と水素の化合物）が中心になっていま

す。平均として炭素原子を１２個含む Ｃ１２Ｈ２６ という分子から成っていると考えることにします。この分子の燃

焼の反応式は 

Ｃ１２Ｈ２６ ＋ １８.５Ｏ２ → １２ＣＯ２ ＋ １３Ｈ２Ｏ      ・・・④ 

となり、この場合にも多量の水（水蒸気）が発生します。プロパンの燃焼熱＝５０MJ/kg、灯油の燃焼熱＝３７

MJ/L、灯油の密度＝０.８０kg/L という値を用いて、プロパンと灯油の発熱量が同じ程度のときの水（水蒸気）

の発生量を計算してみると、次のようになります。 

「プロパンの燃焼熱＝５０MJ/kg」という値は、１kg のプロパンを燃焼させると５０MJ の熱が発生するというこ

とを示しています。また、「灯油の燃焼熱＝３７MJ/L、灯油の密度＝０.８０kg/L」をひとつにまとめると「灯油の

燃焼熱＝４６.２５MJ/kg」、つまり１kgの灯油を燃焼させると４６.２５MJの熱が発生するということになります。こ

のことから、灯油を燃やして（１kg のプロパンと同じ発熱量の）５０MJ の熱を発生させるためには１.０８kg の灯

油が必要だという計算になります。 

②式から、１kgのプロパンが燃焼すると 

１０００÷４４×４×１８＝１６３６g 

の水が発生することがわかります（１kg＝１０００g、４４はプロパンの分子量、４は②式のＨ２O の係数、１８は水

の分子量）。同様にして、④式から、１.０８kgの灯油が燃焼すると 

１０８０÷１７０×１３×１８＝１４８６g 

の水が発生することがわかります（１.０８kg＝１０８０g、１７０は灯油 Ｃ１２Ｈ２６ の分子量、１３は④式のＨ２O の係

数、１８は水の分子量）。 

以上のことから、プロパンと灯油を燃やして同じ程度の発熱量になるときに発生する水の量は、プロパンの

方がやや多いものの、灯油もプロパンに負けないほどの水（水蒸気）を発生していることがわかります。すなわ

ち、石油ストーブもまた「暖房器具」であると同時に「加湿器」なのです。 

（２） エアコン、電気ストーブ、オイルヒーター 

これらの暖房器具はまったく水蒸気を発生しませんから、１ の（１）で説明しましたように、気温の上昇に伴

って相対湿度は下がることになります。「加湿器を使用しましょう」と言われる所以です。 

（３） 据付型石油ストーブ（ＦＦヒーター。壁に穴を開け、パイプを通して燃焼ガスを室外に排出するタイプ） 

このタイプのストーブは、生じた燃焼ガスを排気ガスとしてすべて室外に排出しますから、石油ストーブであ

りながら室内の空気が汚れないという特徴があります。しかし、燃焼によって生じた水蒸気も含めてすべて室

外に排出してしまうので、エアコンや電気ストーブの場合と同じく室内の空気中の水分は増えることがありませ

ん。したがって、この場合にも「加湿器を使用しましょう」ということになります。 

 

５． おわりに 

具体的な計算をするまでは、漠然と「プロパンは燃焼するとたくさんの水を出す」という程度にしか認識して

いなかったのですが、実際に計算をして具体的な数値を出してみると、「漠然」が「はっきり」になり、なんだか

「すっきり」した気分になりました。 

２０１０年２月２２日 


